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チ
ケ
ッ
ト
の
予
約
受
け
付
け
も

始
ま
り
、
日
本
と
韓
国
の
共
同
で

開
催
さ
れ
る
二
〇
〇
二
年
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
も
、
い
よ
い
よ
近
づ

い
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
四
〇

〇
日
前
、
一
年
前
と
次
第
に
雰
囲

気
は
盛
り
上
が
っ
て
い
く
に
違
い

な
い
。

二
〇
〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
、
日
本
と
韓
国
の
共
同
開
催

に
決
ま
っ
た
の
は
、
九
六
年
五
月
三
十
一
日
の
こ
と
で

あ
る
。
両
国
の
激
し
い
招
致
合
戦
の
末
に
決
定
し
た
共

同
開
催
に
は
、
日
韓
双
方
に
わ
だ
か
ま
り
が
あ
っ
た
の

は
事
実
だ
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
る

も
の
の
、
共
催
決
定
は
、
硬
直
し
た
日
韓
関
係
を
融
和

さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

近
年
韓
国
に
行
く
と
、
日
本
に
対
す
る
当
た
り
が
柔

ら
か
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
。
私
は
、
九

三
、
四
年
に
ソ
ウ
ル
で
留
学
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、

そ
の
当
時
は
ま
だ
、
日
本
に
対
し
て
は
、
相
当
構
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
、
日

本
に
つ
い
て
、
自
由
に
語
れ
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
単
な
る
時
代
の
流
れ
と
い
う
部
分

も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
共
同
開
催
の
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
日
本
だ
け
を
特
別
視
す
る
の
は
、
い
か
が
な

も
の
か
」
と
い
う
世
論
は
、
日
本
に
対
す
る
重
い
扉
を

開
け
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。

日
本
の
韓
国
に
対
す
る
見
方
も
、大
き
く
変
わ
っ
た
。

か
つ
て
の
「
キ
ム
チ
と
焼
き
肉
の
国
」
と
い
う
ス
テ
ロ

タ
イ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
映
画
、

音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
と
、
興
味
の
範
囲
も
幅
広
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
共
催
決
定
以
後
、
両
国
の
距
離
は
、
急

速
に
近
づ
い
て
き
た
。
た
だ
し
、
同
じ
二
〇
〇
二
年
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
も
、
日
本
と
韓
国
で
は
、
そ
の
見

方
は
か
な
り
違
う
。

日
本
で
は
、
先
般
の
チ
ケ
ッ
ト
狂
騒
曲
が
示
す
よ
う

に
、
い
か
に
、
い
い
試
合
を
観
る
か
に
、
関
心
が
集
中

し
て
い
る
。
韓
国
で
も
、
も
ち
ろ
ん
チ

ケ
ッ
ト
へ
の
関
心
は
あ
る
。
し
か
し
韓

国
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
い
か
に
韓

国
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
に
、
重

き
が
置
か
れ
て
い
る
。
市
民
意
識
を
高

め
、
韓
国
の
文
化
を
世
界
に
広
め
よ
う

と
す
る
「
文
化
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
韓
国
側
の
思
い

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
歴
史
が
あ
り
、
社

会
状
況
も
異
な
れ
ば
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
対
す
る
意

識
が
違
う
の
も
、
決
し
て
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

大
切
な
こ
と
は
、
双
方
の
違
い
を
理
解
し
つ
つ
、
日
韓

そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
な
い
、
共
同
開
催

の
意
味
を
、
い
か
に
認
識
し
て
い
く
か
で
は
な
い
か
。

共
催
の
意
義
の
一
つ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
両
国
の

友
好
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
と
同
時
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
で
あ
る
以
上
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発

展
と
い
う
視
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
は
日
韓
双
方
、
互
い
の
国
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。サ
ッ
カ
ー
も
盛
り
上
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
日
韓
関
係
も
、
サ
ッ
カ
ー
も
、
二
〇
〇
二
年

で
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
雰
囲
気
を
、
今
後
に

ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
が
、
重
要
で
あ
る
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
確
か
に
大
き
な
大
会
だ
。
け

れ
ど
も
、
市
民
一
人
一
人
が
、
自
分
に
と
っ
て
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
意
義
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
日
韓
の
関
係
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
発
展
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
は
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

日
韓
文
化
交
流
基
金
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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大島裕史

一
九
六
一
年
東
京
都
生
ま
れ
。
ス
ポ

ー
ツ
を
中
心
に
、
韓
国
に
つ
い
て
幅

広
く
取
材
・
執
筆
活
動
を
行
う
。『
日

韓
キ
ッ
ク
オ
フ
伝
説
』（
実
業
之
日
本

社
）
で
九
六
年
度
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ

ラ
イ
タ
ー
賞
受
賞
。
四
月
末
に
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
版
よ
り
、『
二
〇
〇
二
年
韓
国

へ
の
旅
』（
仮
題
）
を
出
版
予
定
。

お
お
し
ま
　
ひ
ろ
し

調査ノート

日本における韓国・朝鮮研究 図書館編 １

唐
草
模
様
チ
ョ
ガ
ッ
ポ

４
０
×
４
０
セ
ン
チ
　
一
九
九
三
年

表紙撮影：縣　正三
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日
韓
文
化
交
流
基
金
図
書
セ
ン
タ
ー
は
、

一
九
九
五
年
秋
の
開
館
以
来
、
韓
国
・
朝
鮮

や
日
韓
関
係
に
関
す
る
文
献
資
料
、
Ａ
Ｖ
資

料
な
ど
を
収
集
し
、
閲
覧
・
貸
出
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
使
い
や
す
い
セ
ン
タ
ー
に
す
る
た

め
に
、
昨
年
末
か
ら
二
〇
〇
一
年
三
月
に
か

け
て
、
大
き
な
改
装
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

日
韓
文
化
交
流
基
金
図
書
セ
ン
タ
ー
は
、

二
〇
〇
一
年
三
月
現
在
で
図
書
資
料
約
一
万
六

千
点
、
Ａ
Ｖ
資
料
約
千
二
百
点
の
ほ
か
、
多
数

の
逐
次
刊
行
物
、
民
俗
資
料
な
ど
を
所
蔵
し
、

利
用
者
に
対
し
て
閲
覧
・
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
（
表
参
照
）。
一
九
九
五
年
の
開

館
以
来
、
利
用
登
録
を
さ
れ
た
方
は
約
二
千
名

と
な
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
個
人
の
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の

韓
国
情
報
の
問
い
合
わ
せ
や
、
地
方
自
治
体
か

ら
韓
国
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
立
案
の
た
め
の

情
報
提
供
の
依
頼
、
小
・
中
学
校
の
「
総
合
学

習
」
の
資
料
提
供
な
ど
、
日
本
の
社
会
で
韓
国

や
朝
鮮
半
島
情
勢
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
、
当
図
書
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
か
ら
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
所
蔵
資
料

の
増
加
へ
の
対
応
と
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
、
二
〇
〇
〇
年

度
に
は
十
二
月
に
一
カ
月
間
休
館
し
、
館
内
の

改
装
を
行
い
、
ま
た
二
〇
〇
一
年
三
月
末
に
は

図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
し

た
。今

回
の
改
装
で
の
変
更
点
は
以
下
の
通
り

で
す
。

●
書
架
の
増
強
・
新
着
図
書
棚
の
設
置

図
書
資
料
用
の
書
架
を
増
強
し
、
今
後
の

資
料
の
増
加
に
備
え
ま
し
た
。
ま
た
、
新
着
図

書
用
の
書
棚
を
設
置
し
た
の
に
伴
い
、
二
週
間

に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
、
基
金
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

図
書
セ
ン
タ
ー
の
ペ
ー
ジ
で
、
新
着
図
書
の
紹

介
を
は
じ
め
ま
し
た
。
新
し
く
蔵
書
に
加
わ
っ

た
図
書
資
料
の
基
本
的
な
書
誌
情
報
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

●
閲
覧
席
を
す
べ
て
電
源
・
ラ
イ
ト
つ
き
キ

ャ
レ
ル
（
個
人
用
閲
覧
机
）
に
取
り
替
え
ま

し
た
。

長
時
間
閲
覧
を
行
う
時
に
集
中
し
て
効
率

よ
く
調
べ
も
の
が
で
き
る
よ
う
に
、
個
人
用
に

区
切
ら
れ
た
キ
ャ
レ
ル
に
取
り
替
え
ま
し
た
。

ま
た
、
各
キ
ャ
レ
ル
に
は
電
源
が
つ
い
て
い
ま

す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
作
業
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
カ
ウ
ン
タ
ー
設
備
・
機
能
の
充
実

機
能
的
な
カ
ウ
ン
タ
ー
内
の
作
業
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
要
求
に
迅

速
か
つ
正
確
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

つ
く
り
ま
す
。

二
〇
〇
一
年
三
月
末
に
は
、
図
書
管
理
用

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
を
行

い
、
従
来
非
常
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
図
書

検
索
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
度
に
は
、
す
べ
て
の

Ａ
Ｖ
資
料
を
含
む
所
蔵
資
料
の
、
基
金
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
で
の
検
索
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
予
定
で
す
。

図
書
セ
ン
タ
ー
最
新
動
向

落ち着いた環境で閲覧に集中できるようになりました

新着図書は２週間に１度入れ替えを行います

図書（冊） 15541
和書 7221
韓書 7620
洋書 700
ビデオ（本） 653
日本語 174
韓国語・その他 479
ＣＤ（枚） 400
日本語 53
韓国語・その他 347
カセット（本） 122
日本語 63
韓国語・その他 59
新聞（紙） 12
日本語 3
韓国語 9
雑誌（タイトル） 183（継続中95）
日本語 111（継続中57）
韓国語・その他 72 （継続中40）
マイクロフィルム（リール） 137
CD-ROM（セット） 6
楽器　チャンゴ 1
遊び道具
ユンノリ 8
こま 6
将棋 2
国旗
卓上（日・韓） 1
韓国 6
日本 3

■所蔵資料 （2001/3/1現在）

図
書
セ
ン
タ
ー
最
新
動
向
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九
六
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日
韓

共
同
研
究
は
画
期
的
な
試
み
と
言
え

る
。
筆
者
は
経
済
チ
ー
ム
に
参
加
し

た
が
、
研
究
成
果
が
一
冊
の
本
と
し

て
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

第
１
次
研
究
タ
ー
ム
の
期
間
を
振

り
返
る
と
、
楽
し
い
思
い
出
が
多
い
。

ソ
ウ
ル
と
京
都
で
共
同
研
究
会
を
開

催
し
た
の
を
は
じ
め
、
国
内
研
究
会

を
計
七
回
（
九
九
年
八
月
ま
で
の
分

を
入
れ
る
と
十
二
回
）
開
催
し
た
。

日
韓
共
同
研
究
に
は
七
つ
の
分
科
会

が
あ
る
が
、
経
済
チ
ー
ム
は
最
も
活

発
な
活
動
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と

自
負
し
て
い
る
。

そ
の
大
き
な
原
因
は
、
日
韓
両
国

共
同
で
中
国
現
地
調
査
の
話
が
持
ち

上
が
り
、
そ
れ
へ
向
け
て
の
勉
強
が

加
わ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、

日
韓
両
国
が
中
国
と
い
う
巨
大
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
国
と
今

後
ど
う
い
う
経
済
関
係
を
構
築
で
き

る
か
、
そ
れ
が
二
十
一
世
紀
の
日
韓

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
日
韓
の
研
究
者

が
一
緒
に
、
中
国
に
進
出
し
て
い
る

日
本
や
韓
国
の
企
業
を
見
て
回
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
、
と
考
え
た
。
日

本
側
の
メ
ン
バ
ー
に
中
国
の
企
業
事

第１巻『東アジア経済協力の現状と可能性』
（経済チーム）

情
に
明
る
い
関
満
博
一
橋
大
教
授
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
助

け
で
も
あ
り
、
刺
激
で
も
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
天
津
（
九
九
年
八

月
二
十
二
〜
二
十
九
日
）、
青
島
（
二

〇
〇
〇
年
二
月
十
七
〜
二
十
四
日
）

へ
出
か
け
た
が
、
青
島
で
は
韓
国
側

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
楽
し

く
且
つ
充
実
し
た
現
地
調
査
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
三
回
目
の
現
地
調

査
を
今
春
、
丹
東
と
瀋
陽
で
実
施
す

る
計
画
で
あ
る
が
、
将
来
的
に
は
極

東
ロ
シ
ア
や
北
朝
鮮
で
も
実
施
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授

野
副
伸
一 第１巻『東アジア経済協力の現状と可能性』日本語版と韓国語版

日
韓
共
同
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
日
韓
両
国
初
の
大
規
模
な

人
文
・
社
会
科
学
分
野
の
共
同
研
究
の
試
み
と
し
て

一
九
九
五
年
に
発
足
し
、
第
１
次
研
究
タ
ー
ム
（
一
九
九
六
〜
九
九
年
）
で
は
、

歴
史
１
（
前
近
代
史
）、
歴
史
２
（
近
現
代
史
）、
文
化
、
政
治
、

政
治
経
済
、
経
済
、
北
朝
鮮
の
七
つ
の
分
科
会
で

両
国
の
研
究
者
延
べ
七
十
人
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
共
同
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
第
２
次
研
究
タ
ー
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
研
究
成
果
で
あ
る
論
文
集
の
刊
行
が
、

二
〇
〇
一
年
一
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

第
一
回
、
第
二
回
配
本
の
経
済
、
歴
史
１
、
歴
史
２
チ
ー
ム
の

日
本
側
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
か
ら
刊
行
に
寄
せ
て
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
韓
共
同
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
１
次
研
究
タ
ー
ム

論
文
集
刊
行

―
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
訊
く
―

日
韓
共
同
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
１
次
研
究
タ
ー
ム

論
文
集
刊
行

―
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
訊
く
―
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第２巻『近代交流史と相互認識Ｉ』
（歴史２チーム）

日
韓
共
同
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
１

次
研
究
タ
ー
ム
の
歴
史
２
チ
ー
ム

（
近
現
代
史
）
が
三
年
に
わ
た
っ
て
行

っ
た
共
同
研
究
の
成
果
が
刊
行
さ
れ

た
。
全
参
加
者
十
一
名
が
、
十
九
世

紀
後
半
か
ら
一
九
一
〇
年
の
「
韓
国

併
合
」
に
至
る
時
期
の
交
流
と
相
互

認
識
を
、
多
様
な
面
か
ら
論
じ
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
明
治
維
新
を
契
機
に
、
日

韓
両
国
の
関
係
は
新
た
な
局
面
に
入

っ
た
が
、
人
の
行
き
来
が
そ
れ
ま
で

の
狭
い
枠
を
超
え
て
活
発
に
な
る
と

と
も
に
、
互
い
の
関
心
に
基
づ
い
て

相
互
の
歴
史
・
政
治
・
経
済
・
文
化

等
に
関
す
る
言
説
も
盛
ん
に
流
布
さ

れ
た
。
今
日
、
両
国
の
関
係
緊
密
化

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
十
九
世
紀

後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
は
そ
れ

に
も
増
す
も
の
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
当
時
の
関
係
は
対
等
な
も
の
で
な

く
、
日
本
の
膨
張
政
策
と
、
そ
れ
に

い
か
に
対
処
す
べ
き
か
と
い
う
韓
国

側
の
関
心
、
と
い
う
大
き
な
時
代
的

制
約
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
互
い
に

自
国
の
進
路
を
真
剣
に
模
索
す
る
営

み
で
あ
っ
た
。
そ
の
多
様
な
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
現

在
的
意
味
を
も
つ
と
い
う
の
が
、
執

こ
の
論
文
集
は
、
単
に
韓
国
人
研

究
者
が
韓
国
を
論
じ
、
日
本
人
研
究

者
が
日
本
を
論
じ
た
論
文
を
集
め
た

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近

接
し
た
主
題
に
つ
い
て
、
相
手
国
の

歴
史
を
論
じ
た
論
文
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
自
国
を
論
じ
た
も
の
も
、
主

題
に
相
互
関
連
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
韓
国
側
リ
ー
ダ
ー
の
朴
忠
錫
先

生
と
共
同
研
究
発
足
時
に
ご
相
談
し
、

人
的
・
内
容
的
に
相
互
乗
り
入
れ
方

式
を
採
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
、

そ
れ
が
実
現
し
た
結
果
で
す
。

私
が
そ
れ
を
望
ん
だ
理
由
は
、
主

に
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
第
一
は
、
共

同
研
究
で
あ
る
以
上
、
相
互
に
刺
戟

し
、
相
互
に
学
べ
る
の
が
よ
い
と
考

え
た
こ
と
で
す
。
一
般
的
に
言
っ
て
、

各
国
の
研
究
者
が
自
国
史
に
た
て
こ

も
り
、
そ
の
特
権
的
解
釈
者
で
あ
る

か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
の
は
、
望
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

の
意
味
で
、
こ
の
共
同
研
究
は
、
私

の
よ
う
に
主
に
自
国
史
を
研
究
し
て

い
る
者
に
こ
そ
、
貴
重
な
教
育
的
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
第
二
は
、

近
い
主
題
に
つ
い
て
両
国
の
研
究
者

の
間
で
違
う
見
方
や
解
釈
が
出
て
く

れ
ば
、
そ
れ
自
体
、
両
国
の
思
想
状

第３巻『国家理念と対外認識　17－19世紀』
（歴史１チーム）

況
や
研
究
状
況
の
差
異
を
示
し
、
両

国
の
読
者
に
考
え
る
た
め
の
刺
戟
と

材
料
を
提
供
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え

た
こ
と
で
す
。

こ
の
論
文
集
は
、
刊
行
予
定
よ
り

大
幅
に
遅
れ
、
多
く
の
方
々
に
ご
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
内
容
的
に
は
か
な
り
成
功
し
て

い
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
も
っ

と
も
、
こ
の
編
者
と
し
て
の
自
惚
れ

が
当
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
む

ろ
ん
、
読
者
諸
兄
姉
の
審
判
を
待
つ

ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
大
学
法
学
部
教
授
　
渡
辺
浩

筆
者
一
同
の
本
書
に
込
め
た
思
い
で

あ
る
。

な
お
歴
史
２
チ
ー
ム
は
引
き
続
い

て
、
植
民
地
支
配
期
を
対
象
と
し
て

現
在
第
２
次
研
究
タ
ー
ム
の
共
同
研

究
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
も
本

書
と
同
様
に
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授

宮
嶋
博
史

第２巻『近代交流史と相互認識�』日本語版と韓国語版

第３巻『国家理念と対外認識　17－19世紀』日本語版と韓国語版



6日韓文化交流基金NEWS

日韓文化交流基金の2001年度の訪日研究支援（フェロー

シップ）の採用者が決定いたしました。

基金フェローシップは一般分野（人文社会科学分野の日本

研究。韓国の学者・研究者対象）と歴史分野（日韓の歴史、

日韓関係史、朝鮮半島に関する研究。日韓等の学者・研究者

対象）の２種です。

2001年度訪日研究フェローシップの総応募件数は111件

（一般61件、歴史50件）で、そのうち35件（一般20件、

歴史15件）が採用されました。

● 日韓学術文化青少年交流事業（一般）

氏名 所属・職位 研究テーマ 研究期間

（受入機関）

姜明淑 ソウル大学校大学記録管理室 戦後（米軍政期）における韓日高等学校教育改革に関する 2001/7/1-2002/2/28

企画委員 比較研究

（名古屋大学大学院教育発達科学研究科）

権海珠 慶尚大学校日本語教育科副教授 川端康成の文化意識研究－死生観を通して－ 2001/4/1-2002/3/31

（筑波大学文芸・言語学系）

金東宣 韓国日報社生活科学部記者 日本型社会福祉制度とその改革過程においての研究 2001/4/1-2002/3/31

（国際大学大学院国際関係学研究科）

金昇泳 タフツ大学フレッチャースクール 1970年代の在韓米軍の規模縮小に対しての 2001/8/1-2002/7/31

後期博士課程 日本の対応に関する歴史的研究

（慶應義塾大学法学部）

金英煥 中央大学校文科大学民俗学科講師 日本映像人類学の理論と実際 2001/4/1-2002/3/31

（国立民族学博物館）

金旺植 梨花女子大学校師範大学 韓日経済協力の政治経済 2001/4/1-2002/3/31

社会生活学科副教授 （慶應義塾大学法学部）

金昌男 東亜大学校経済学部教授 日韓海峡経済圏形成戦略研究 2001/9/1-2002/8/31

（拓殖大学国際開発研究所）

柳相榮 三星経済研究所首席研究員 日韓関係の歴史的転換と「開かれたガバナンス」 2001/9/10-2002/9/9

（慶應義塾大学法学部）

朴奉斗 東義大学校商経大学観光流通学部 日本における中小流通業の情報化と電子商取引 2001/8/1-2002/1/31

流通管理学科教授 （大阪市立大学商学部）

申良淑 仁川大学校人文大学校 日本及び韓国近代社会の形成に英米文化が及ぼした英米文化の影響考 2001/4/1-2002/3/31

英語英文学科副教授 －日本を経由した韓国の英米文化受容様相を中心に－

（天理大学国際文化学部）

申旭煕 ソウル大学校社会科学大学 ポスト冷戦期日本の平和論に関する研究 2001/9/1-2002/2/28

外交学科副教授 －「新カント主義的平和」をめぐる議論を中心に－

（一橋大学大学院法学研究科）

李京美 聖公会大学校社会文化研究所 フードシステム変化の韓・日比較研究 2001/4/1-2002/3/31

研究教授 －小売り主導食料流通システムの展開と農業の対応を中心として－

（東京大学大学院経済学研究科）

李成旭 聖公会大学校外来教授 韓国近代文学における都市性－日本近代文学と近代都市性が 2001/8/1-2002/7/31

韓国近代文学に及ぼした影響に対する研究－

（早稲田大学語学教育研究所）

李鍾國 東国大学校北韓学研究所研究委員 東アジア秩序と朝鮮半島の緊張緩和 2001/4/1-2002/3/31

（東京大学大学院法学政治学研究科）

田奉根 朝鮮半島エネルギー開発機構 東北アジア政治安保情勢展望と日本の役割 2001/4/1-2002/3/31

北朝鮮政策部部員 （慶應義塾大学法学部）

秦恩淑 済州大学校人文大学 日韓古典詩歌の自然観研究 2001/12/1-2002/11/30

日語日文学科副教授 －隠遁思想の受容による自然の発見を中心に－

（奈良女子大学文学部）

崔錫信 全南大学校経営大学教授 日韓両国の新世代の消費文化に関する比較研究 2001/8/2-2002/8/1

（大阪市立大学商学部）

崔在　 韓国外国語大学校東洋語大学 日本近代知識人・文学者の韓国見聞記研究 2001/12/10-2002/12/9

日本語学科教授 （東京大学大学院総合文化研究科）

2 0 0 1 年 度 訪 日 研 究 者 決 定2 0 0 1 年 度 訪 日 研 究 者 決 定
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崔哲豪 釜山大学校法科大学法学科 日本における土地利用計画法制に関する研究 2001/9/1-2002/8/31

非常勤講師 －未来の国土構造と地方の姿を考える－

（京都大学大学院法学研究科）

河潤秀 釜山教育大学校社会科教育科助教授 韓・日小学校の社会科教育における一般社会内容体系に関する 2001/4/1-2002/2/28

比較分析

（福岡教育大学）

氏名 所属・職位 研究テーマ 研究期間

（受入機関）

金祥圭 釜慶大学校人文社会科学大学 天日槍（あめのひぼこ）研究 2001/9/1-2002/8/31

日語日文学部助教授 （早稲田大学大学院文学研究科）

金承哲 慶星大学校神学大学神学科副教授 仏教との出会いの歴史としての日本キリスト教史の理解と 2001/4/1-2002/2/28

それが韓国のキリスト教に及ぼした影響

（南山大学南山宗教文化研究所）

金永眞 延世大学校文科大学史学科講師 南宋代士大夫の行動と思想 2001/4/1-2002/2/28

（早稲田大学文学部）

南基鶴 翰林大学校人文大学日本学科助教授 日本中世における「武威」について 2001/4/1-2002/2/28

（京都大学大学院文学研究科）

宋漢　 全南大学校人文大学史学科 日本の植民地教育政策の比較研究一韓国・満州・台湾一 2001/4/1-2002/3/31

非常勤講師 （早稲田大学大学院政治学研究科）

申圭秀 圓光大学校師範大学国史教育科教授 近代甲申政変を前後にした韓・日交渉史の研究 2001/4/1-2002/3/31

（九州大学大学院人文科学研究院）

禹男淑 梨花女子大学校社会科学研究所 韓日中三国の社会進化論の受容様式に関する比較研究 2001/4/1-2002/3/31

常任研究員 （東京大学文学部）

柳吉東 漢陽女子大学日語通訳科副教授 能を中心とする日本文化の研究 2001/4/1-2001/12/31

（恵泉女学園大学）

李文基 慶北大学校師範大学歴史教育科教授 古代東アジアにおける内朝の形成と展開 2001/9/1-2002/8/31

一韓・日・中三国の比較研究一

（学習院大学）

李永植 仁済大学校人文社会科学大学 加耶諸国と倭の交流史研究－日本列島の加耶文献と遺跡を中心に－ 2001/4/1-2002/3/31

人文文化学部副教授 （京都大学大学院文学研究科）

李應壽 世宗大学校日語日文科副教授 李人稙と日本 2001/6/9-2001/9/8

（国際日本文化研究センター）

鄭根植 全南大学校社会大学社会学科教授 疾病の社会史に関する日韓比較研究一らい政策を中心として一 2001/9/1-2002/8/31

（京都大学大学院文学研究科）

崔應九 北京大学外国語学院東方学系教授 『明実録鈔』『 国朝鮮篇』から見た明朝時代の中朝関係 2001/4/1-2002/3/31

（静岡県立大学）

許洙 ソウル大学校大学院国史学科 近代「青年」層形成過程に関する日韓比較研究 2001/4/1-2002/3/31

非常勤講師 （東京大学文学部）

洪性鳩 高麗大学校文科大学人文学部 近世東アジアにおける郷村社会の比較研究 2001/4/1-2002/3/31

東洋史学科講師 一韓・中・日三国の血縁意識と郷村社会の運営一

（京都大学大学院文学研究科）

● 日韓平和友好交流計画事業（歴史）

●2000年度追加採用者（一般）
2000年度に以下の者が追加で採用されました。

氏名 所属・職位 研究テーマ 研究期間

（受入機関）

千守城 慶星大学校文科大学 日本語の言語文化のあり方考察一韓日語比較論の視角から一 2000/12/1-2001/2/28

東洋語文学部教授 （麗澤大学大学院言語教育研究科）

学 術 文 化 研 究 者 交 流 事 業学 術 文 化 研 究 者 交 流 事 業
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「
コ
リ
ア
文
化
サ
ー
ク
ル
　
パ
ラ
ン
セ
ク
」

は
、
日
韓
文
化
交
流
基
金
の
助
成
を
受
け
、
韓

国
か
ら
講
師
を
招
い
て
二
月
三
―
四
日
の
二

日
間
の
日
程
で
伽

琴
と
民
謡
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
川
崎
ふ
れ
あ
い
館
」
の
自
主
サ
ー
ク
ル
「
パ

ラ
ン
セ
ク
」
は
、
韓
国
・
朝
鮮
文
化
に
興
味
を

持
ち
、
そ
の
文
化
を
学
び
た
い
と
い
う
人
が
集

ま
り
、
ハ
ン
グ
ル
、
伽

琴
、
舞
踊
、
チ
ャ

ン
ゴ
な
ど
の
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
通
常

の
活
動
に
加
え
て
、
練
習
会
や
発
表
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
念
願
か
な
っ
て
池
成

子
先
生
を
招
聘
し
、
集
中
的
に
伽

琴
と
民

謡
を
練
習
す
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
で
あ
る
池

成
子
先
生
は
、
韓
国
で
も
有
数
の
伽

琴
演
奏

者
で
、
成
錦
蔦
カ
ラ
ク
伽

琴
散
調
の
首
席
継

承
者
と
し
て
内
外
で
演
奏
活
動
を
行
う
ほ
か
、

全
北
大
学
校
や
ソ
ウ
ル
芸
術
専
門
大
学
な
ど
で

指
導
を
し
て
い
ま
す
。
長
年
日
本
で
伽

琴
の

教
授
を
し
、
後
進
を
育
て
て
い
ま
す
。

二
月
四
日
午
後
は
、
ま
ず
民
謡
の
グ
ル
ー

プ
の
講
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
珍
島

ア
リ
ラ
ン
」
の
練
習
で
は
、
ま
ず
歌
詞
の
意
味

か
ら
始
ま
り
、
密
陽
、
京
畿
な
ど
ほ
か
の
ア
リ

ラ
ン
と
「
南
道
」
の
ア
リ
ラ
ン
の
違
い
を
実
演

を
交
え
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
珍
島
ア
リ
ラ

ン
は
非
常
に
自
由
度
が
高
く
、
歌
い
手
が
日
本

の
俳
句
の
よ
う
に
自
分
の
思
い
を
自
由
に
歌
に

の
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
微
妙

な
音
の
高
さ
や
、
独
特
の
節
回
し
を
完
全
に
マ

ス
タ
ー
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
何
度
も
池
先
生

自
ら
は
り
の
あ
る
声
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

続
く
伽

琴
の
講
習
で
は
、
初
心
者
の
多

い
民
謡
の
ク
ラ
ス
で
の
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
を

前
面
に
出
し
た
指
導
と
は
異
な
り
、
上
級
者
も

多
い
た
め
厳
し
い
指
導
に
切
り
替
わ
り
ま
し

た
。
初
級
と
中
級
の
ク
ラ
ス
で
は
「
ノ
ド
ゥ
ル

江
辺
」「
サ
チ
ョ
ル
ガ
」
を
学
び
、
上
級
の
ク

ラ
ス
で
は
散
調
の
マ
ス
タ
ー
を
め
ざ
し
ま
し

た
。
伽

琴
の
代
表
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
、
肉

声
で
歌
う
と
き
の
よ
う
な
微
妙
な
節
回
し
を
表

現
す
る
「
弄
絃
（
ノ
ン
ヒ
ョ
ン
）」
は
非
常
に

難
し
く
、
一
音
ず
つ
、
一
フ
レ
ー
ズ
ず
つ
丁
寧

な
指
導
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
者
は
二
日

助 成 事 業 紹 介

コ
リ
ア
文
化
サ
ー
ク
ル
パ
ラ
ン
セ
ク

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
０
０
１
」

間
で
約
四
十
名
で
、
パ
ラ
ン
セ
ク
の
メ
ン
バ
ー

が
中
心
で
す
が
、
池
先
生
の
直
接
指
導
を
受
け

る
た
め
に
、
他
の
場
所
で
韓
国
の
古
典
芸
能
を

習
っ
て
い
る
人
も
数
多
く
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
、
千
葉
や
、
遠
く
大
阪
か
ら
来
た

人
も
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
録
音

機
を
持
参
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
を
録

音
し
て
お
り
、
積
極
的
に
講
習
の
内
容
を
吸
収

し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
後
に
一
人
ず
つ
感

想
を
述
べ
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
講
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
今
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
池
先
生
の
明
る
く
楽
し
い
教
え
方
か
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う
よ
う
だ
っ
た
」
と
、
充

実
し
た
内
容
に
満
足
し
た
感
想
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

池
先
生
は
、「
韓
国
で
も
習
う
人
の
少
な
く

な
っ
た
民
謡
や
伽

琴
を
、
韓
国
語
の
十
分

に
で
き
な
い
日
本
に
い
る
人
た
ち
が
習
っ
て
く

れ
て
、
と
て
も
嬉
し
く
思
う
」
と
い
う
感
想
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

近
年
日
本
で
は
韓
国
の
伝
統
芸
能
や
民
族

音
楽
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
、
公
演
も
多
く

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
学
ぶ
人
は
ま

だ
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。「
パ
ラ
ン
セ
ク
」

の
よ
う
な
地
道
な
歩
み
に
よ
っ
て
日
本
の
人
々

の
韓
国
に
対
す
る
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

講習会の最後に練習の成果を皆の前で発表

民謡の講習では一節一節、丁寧な指導が繰り返された
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事業名

釜山８大学大学院生日本語・日本文化研修

2001年度上半期助成対象事業
2001年度上半期（４月～９月）には、18件の交流事業に対して助成を行うことが決定しました。
なお、同時期に募集した出版助成は、助成対象図書の刊行時に広報いたします。

申請団体 実施期間 開催場所

事業名 申請団体 実施期間 開催場所

●青少年・草の根交流　8件

●芸術交流　6件

2001年度上半期助成対象事業2001年度上半期助成対象事業

横浜国立大学・ソウル市立大学校　学生
交流セミナー

市民合唱団による「日韓友好コンサート」

第４回日韓環境ギャザリング

日韓交流第５回本音で共催！ワールドカ
ップ2002

日韓学生共同支援による地域祝祭活性化

プロジェクト

名護屋・萬徳小学生ホームステイ国際交流

日韓障害者音楽バンドの親善交流とバリ
アフリージョイントコンサート

麗澤大学

横浜国立大学教育人間科学部須川
研究室

日韓ガラコンサート実行委員会

全国青年環境連盟（エコ・リーグ）

東京青年会議所

湖南大学校日本学研究所

名護屋小学校PTA

サルサ・ガムテープ後援会

6/21‐7/3

7/1‐7/8、8/26‐9/2

千葉県柏市・麗澤大学ほか

ソウル、横浜

ソウル、仁川、水原ほか

大邱ほか

東京

全羅南道珍島ほか

佐賀県鎮西町、全羅南道潭陽市

神奈川県藤沢市、秦野市

8/1‐8/5

8/3‐8/10

8/9‐8/12

8/16‐8/25

8/20‐8/30

9/20‐9/25

事業名 開催場所申請団体 実施期間

●シンポジウム・国際会議　4件

日本文化と東アジア国際シンポジウム

2001年度「春季国際学術発表会」の特
別講演演士海外理事招請

韓国日本学協会

韓国日本文化学会

4/27‐4/28

4/27‐4/29

ソウル・高麗大学校

天安・祥明大学校

東京・ホテルグランドヒル

市ヶ谷

仙台・仙台国際ホテル

9/6‐9/9

9/26

日本世界戦略フォーラム

日韓地方紙交流フォーラム実行委
員会

国際シンポジウム「朝鮮半島の和解と安
定」

日韓地方紙交流フォーラム

「アクティブ・ワイヤー」－韓日デザイ
ンの交流展－

21世紀記念特別展「こころの交流　朝
鮮通信使－江戸時代から21世紀へのメ
ッセージ－」

「角笛シルエット劇場」ソウル公演

歌舞伎舞踊ワークショップ公演

第17回＜東京の夏＞音楽祭2001内公演
『安淑善来日公演「パンソリとシナウィ」』

沈哲鍾日本公演

東京タイポディレクターズクラブ 4/27‐6/10 ソウル・アートソンジェセンター

京都文化博物館 4/28‐7/15 京都文化博物館、福岡県立美術
館

劇団角笛 5/3‐5/6 ソウル・ＬＧアートセンター

舞藝舎 5/10‐5/16 ソウル・中央大学校、慶州・現
代アートセンターほか

アリオン音楽財団 7/10‐7/16

アゴラ企画・青年団 9/11‐9/17

東京・かつしかシンフォニーヒ
ルズほか

東京・こまばアゴラ劇場
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●
日
韓
青
少
年
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
日
韓
文
化
交
流
会
議

1～3月1～3月

日
韓
文
化
交
流
基
金
事
業
報
告

一
月
三
十
日
に
第
３
回
合
同
運
営

委
員
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
参
席
者
は
表
参
照
）。
第
１
回
全
体

会
議
で
の
文
化
交
流
事
業
に
関
す
る

提
言
の
推
進
状
況
が
報
告
さ
れ
る
と

と
も
に
、
今
年
六
月
に
開
催
さ
れ
る

第
３
回
全
体
会
議
で
採
択
さ
れ
る

「
日
韓
文
化
交
流
の
た
め
の
提
言
」
の

内
容
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

韓国高校生訪日研修団。関東国際高校訪問――似顔絵を描
きながら自己紹介

以
下
の
図
書
が
韓
国
図
書
翻
訳
出
版
事

業
の
一
環
と
し
て
法
政
大
学
出
版
局
か
ら

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

金
東
哲
著
、
吉
田
光
男
訳
『
朝
鮮
近
世

の
御
用
商
人
―
貢
人
の
研
究
』（
原
題

『
朝
鮮
後
期
貢
人
研
究
』、
一
九
九
三
年
刊

行
、
韓
国
研
究
院
）

十
七
〜
十
九
世
紀
の
朝
鮮
の
官
庁
指
定

業
者
で
あ
る
「
貢
人
」
は
、
同
業
組
合
を

つ
く
っ
て
物
資
の
調
達
と
納
入
、
そ
の
他

の
官
庁
御
用
を
務
め
て
い
た
。
本
書
は
、

韓
国
に
お
け
る
近
世
経
済
商
業
史
研
究
に

お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
「
貢
人
」

を
め
ぐ
っ
て
、
従
来
の
研
究
を
丹
念
に
跡

づ
け
る
と
と
も
に
、
弓
角
契
、
馬
契
、
京

主
人
、
営
主
人
と
い
う
具
体
的
な
「
貢
人
」

の
事
例
分
析
を
通
じ
て
そ
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
。
ま
た
、
近
世
の
御
用
商
人
と

し
て
の
そ
の
特
異
な
存
在
形
態
と
、
彼
ら

が
利
潤
を
蓄
積
し
、
商
業
資
本
と
し
て
成

長
し
、
特
権
化
し
て
い
く
過
程
を
追
跡
し

て
、
朝
鮮
―
日
本
―
中
国
を
結
ぶ
近
世
東

ア
ジ
ア
交
易
史
の
研
究
に
新
た
な
視
角
を

導
入
す
る
。

三
月
十
日
（
土
）〜
十
一
日
（
日
）
の
両

日
、
横
浜
市
金
沢
区
の
野
島
青
少
年
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
日
韓
青
少
年
交
流

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
韓
国
語
で
ノ
ジ
マ
―
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校

の
授
業
を
通
じ
て
韓
国
語
を
勉
強
し
て
い

る
日
本
の
高
校
生
と
、
日
本
駐
在
韓
国
人

の
子
弟
が
多
く
通
う
東
京
韓
国
学
校
高
等

部
の
生
徒
に
合
宿
形
式
で
交
流
し
て
も
ら

う
も
の
で
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
始
ま
っ

た
事
業
で
す
。

今
回
の
研
修
に
は
、
引
率
の
先
生
方
も

含
め
て
約
六
十
人
が
参
加
し
、
参
加
者
同

士
が
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
詳
細
に
関
し

て
は
次
号
に
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

韓
国
図
書
翻
訳
出
版
事
業
―

●
「
韓
国
の
学
術
と
文
化
」
シ
リ
ー
ズ
新
刊

【合同運営委員会参加者】

◆日本側

三浦朱門 座長

平山郁夫 副座長

小此木政夫 副座長

熊谷直博 事務局長

◆韓国側

池明観 座長

金容雲 副座長

鄭求宗 理事（柳鈞副座長が出

席できなかったための

代理参席）

徐淵昊 事務局長
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●訪日団

●訪韓団

団体名 計 男 女 期間

韓国高校生 20 9 11 1/10-1/17

釜山日本語弁論大会 20 6 14 1/30-2/8

入賞者等

＊2000年度に、当基金が派遣した訪韓団は、８団体（うち大学生４、

教員４）、派遣人数は159名（うち大学生　80、教員79）でした。

また、当基金が招聘した訪日団は、14団体（うち高校生１、大学生

６、教員５、その他２）、招聘人数は270名（うち高校生20、大学生

115、教員100、その他35）でした。

■韓日文化交流基金　日本文化視察団

日韓文化交流基金の韓国側カウンターパートの韓日文

化交流基金の第１４次日本文化視察団が、１月２５日から

１月３０日の日程で日本の各地を視察しました。１月２９

日には当基金を表敬訪問され、当基金理事長ほかとの懇

談を行うとともに、引き続いて基金会議室にて日本の韓

国・朝鮮研究者、専門家との意見交換を行いました。

【参加者】

李相禹　　韓日文化交流基金理事長、西江大学校教授

姜永奎　　韓日文化交流基金理事、元駐スウェーデン韓国大使

朴庸玉　　韓国国防研究院研究諮問委員

朴源弘　　国会議員

朴貞子　　祥明大学校教授

孫世一　　韓日文化交流基金理事、前国会議員

申東 韓日文化交流基金理事、東洋衛星放送社長

安秉勲　　朝鮮日報社副社長

李大淳　　韓日文化交流基金理事、前 園大学校総長

崔福実　　李大淳氏夫人

李 鎔 韓日文化交流基金理事

崔秉烈　　韓日文化交流基金理事、国会議員

咸錫宰　　国会議員

金秀雄　　韓日文化交流基金理事・事務局長

釜山日本語弁論大会入賞者等訪日研修団。愛媛県でのホームステイ
――松山水軍太鼓を体験

韓日文化交流基金視察団。日本の研究者、専門家との意見交換（１月29日、
於　日韓文化交流基金会議室）

団体名 計 男 女 期間

日本大学生（３） 20 6 14 3/6-3/15

日本大学生（４） 20 7 13 3/20-3/29
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基金ホームページＵＲL
http://www.asc-net.or.jp/jkcf
ホームページ　E-mail：jkcf@asc-net.or.jp
図書センター　E-mail：lib1jkcf@oak.ocn.ne.jp

●韓国文化院

http://www.mofat.go.kr/japan

（駐日韓国大使館ホームページ）

駐日韓国大使館に付設されている韓国文

化観光部の出先機関。図書室には韓国の

文化、芸術、歴史などを中心に一般的な

資料から専門書まで、韓国語資料約１万

２０００冊、日本語資料約３０００冊ほかを

所蔵。開架式で、分類は韓国十進分類法

（KDC）による。映像サービス室はCD、

ビデオやCD-ROM、１６ミリ、３５ミリの

映画を所蔵し、『映画フィルム・ビデオ

テープ目録』を常置している。館内では

韓国関連のCD-ROM閲覧も可能。

〒106‐0047 東京都港区南麻布1‐

7‐32

電話　03‐5476‐4971

開館時間　10：00‐17：00（12：00‐

13：00は昼休み）

休館日　土曜、日曜、祝祭日、3／1、

7／17、8／15、10／3、年末年始

貸出　図書は２冊２週間まで。AV資料

は３点１週間まで（個人貸出不可）

●関西韓国文化院　

http://www.kansaikorea.org

駐大阪韓国総領事館内にある文化施設。

図書、ビデオ、CD-ROMなどの資料所蔵。

図書室には約６０００冊の蔵書があり、文

化、美術、社会関連書籍や学術書、年鑑、

統計類など、韓国語、日本語の資料を収

集・所蔵している。また、館内でインタ

ーネットを利用して韓国関連のサイトを

閲覧したり、CD-ROMを見たりすること

ができる。講演会や韓国語講座も開講し

ている。

〒542‐0086 大阪市中央区西心斎橋

2‐3‐4

電話　06‐6211‐3774 

開館時間　9：30‐16：30（12：00‐

13：30は閉館）

休館日　土曜、日曜、祝祭日、3／1、

7／17、8／15、10／3、年末年始

貸出　図書は２冊２週間まで。AV資料

は文化関連ビデオに限り２点２週間まで

●文化センター・アリラン付設伯陽書院

在日２世の朴載日によって１９９２年１１月

に設立された。日本語・朝鮮語図書を中

心として、朝鮮民族の文化と歴史に関す

る書籍約２万５０００冊を所蔵している。

当館所蔵の梶村文庫（故梶村秀樹氏蔵書）

は日韓近代関係史および在日朝鮮人関係

資料などを収集している。田川文庫（故

田川孝三氏蔵書）は李朝関係図書を中心

として植民地期の図書および漢籍・朝鮮

籍本を収集している。その他、多数の在

日朝鮮人研究者らから寄贈された韓国・

朝鮮関係図書や近年韓国で復刻された植

民地期の図書を所蔵する。

〒332‐0022 埼玉県川口市仲町10‐

31

電話　048‐259‐2381

開館時間　12：00‐19：00

休館日　水曜、日曜、祝祭日、年末年始、

夏期休館日、その他臨時休館日

貸出　不可

●錦繍（クムス）文庫

実業家の尹勇吉氏と大学講師の朴鐘鳴氏

らによって設立された。朝鮮半島に関す

る図書や美術品など民族文化に関する資

料を収集・展示している。日本で近年発

刊された朝鮮半島に関する図書や各種研

究グループの機関誌など蔵書約２万４０

００冊のほか、ビデオ資料約１１００タイト

ルを所蔵している。全館開架。『懲 録』

『朝鮮王朝実録』などの歴史資料の復刻

本も数多く所蔵している。

〒661‐0021 兵庫県尼崎市名神町1‐

12 尼産ビル５階

電話　06‐429‐5101

開館時間　10：00‐17：00

休館日　水曜、木曜、祝祭日

貸出　５点２週間まで

●猪飼野朝鮮図書資料室

http://www.oap.ne.jp/̃taichi

１９７７年に大阪外国語大学朝鮮語科の塚

本勲教授（当時）が設立したもので、教

授が提供した蔵書と研究者や学生らが持

ち寄った書籍を含めて、現在１万５０００

冊を所蔵している（７０００冊開架）。月

刊雑誌『思想界』全巻や、各種の朝鮮語

辞典など貴重な文献も多い。

〒534‐0023 大阪市天王寺区味原町

13‐8 カネイチ第５ビル402号室

電話　06‐6764‐5277

開館時間　毎週日曜15：00‐18：00

今回は韓国・朝鮮に関する資料を収集・閲覧サービスを行っている専門図書館をご紹介します。

日本における韓国・朝鮮研究 図書館編
調 査 ノ ー ト
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